
I 〔対象：小学校1、2、 3

責ねらい 諭ゴムJ乃草性をプロペラ())日転滉
動に伝えるヘリTプタ ー を1『り、車靡ゴ�ムの
にさや人さを文えたり、 合数を笈えだりし
'CJ罠はしシぶがら、 輪コムじ_)岬性に•') ,_:, 、て豆）
江礎を学ぶ交しさを味わわせる。
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。 フィルムケ ー ス

フィル�ムゲーベをカッター『

l /'. 1 C叫り大きさロニ切る。

。糸

8 発泡スチロ ー ル片lカッター（あると伯利）

ムゲ― プロヘ予り）］［厨に団

(l)p)J力品の製作

こしT)間

りとっ］ごフィルl, ク'.T·ース0)

中央に、 はしを弧熱しだしア

をあげる。

-―)'ピピア／祝を動})言]l

の製竹で作っ、だヒェ ー ム笞�：こ

逍す。 次：こ図0)よう：こブィル

し�、 ピア／線豆）はじを折り山

げる。

り）しア／予鼠をラ／オペンf了約

を'.:3cmピ'.: cmの長ぢ：こじ］断する。

角材を可］］ー］口転がすようにして、 角材り）口り

：こ傷をつけるど間平にぎれいに折れる。

ヒュ ム管を2しmu�>長さにじJI祈する。CDピ同じ

一
’}

＇
ごa 

／
 

で
一

し

。

剤

4

!t]

い

一自

し

でf
ヽ

今
』

よ

霰

と

し可

と

間

材

。

す

い

角

る

ゞ

）、

す

力

"'

I

転

吠

り

首

に
i

角

認

う

リ

と

を

よ

ゼ

材

管

⑨
 

同定するどよい。

位）プロヘラ部の間什

t:: ア／呪をラジオペンチて約7 cmに切断する。

ランオヘ>-fでlべの図I})ようにはしな」田げる。

4 cmの長苔に切る。

ピア／祝を凶のように折り曲
,-r ブ

/. /�0 

⑤⑦て作っだピアノ線を角村の

下に取り付ける。

でl占J定しだ｛受、 糸で�さちに囚

二

(3)本（本の制作

チロ ー

定すると」：い。

マジックで下書きをするし

スチロ ー ルカッタ ー か芦通のカッタ ー ナイ
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7でいかをしないよう！こ、 註意し心がら下書占

(/); 眉りに切りとる

虐）プロJベラ音『て作成したもり）

かり。 初めは図U〉ように輪コムを3本矛旦度結び

つけて使うとよし入
〈口⇒

昌Ci)工夫次第で飛び方が変わります。

以I、 Ci)学占屈足を見ご、 白由な売想て頑張

りましょう，3

2. やってみよう、 ためしてみよう

①プロヘラにつなける輸コム(/)本数を変えると飛

ひ方はどうなるたろうか（プロペラの告数はい

つも同じにして実顎しメう0 )

誓コム0)本数右ふやしだら

へらしだら

に-)なげる輪ゴムの本数を変えるとどうばる

0)長さを巨くしたり知

くしたり変化させよ

う）

輪ゴムの長さを長くしたら

短くしtc'〗

③輪ゴムの本数は同じでプロヘラじ）巻数を変えた

らどうなるだろうか。

巻ぎ叙をふゃした
I 

-、、�- -----
, 

へらしだら I
-、一 ー-

①ヘリコプター(J)本体(;)大芯さを変えると飛び方

はどうなるだろうか。

本体を小さくしたう

↑体を大苫：した'〗

まとめてみよう
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仁 1 --� 番f < Jlsーも几が

翰Jム の本 数
... 

’ 蒻：）コー ムり）にさ

プロヘラの巻数
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本 体0人ささ！
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